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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

を
11
月
30
日
か
ら
12
月
13
日

ま
で
の
14
日
間
に
わ
た
り
開

催
し
ま
し
た
。
市
当
局
提
案

の
議
案
等
26
件
を
議
長
を
除

く
議
員
全
員
の
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
、
本
市
一
般

職
・
任
期
付
き
職
員
・
市
議

会
議
員
・
特
別
職
の
期
末
手

当
の
改
定
や
一
般
会
計
な
ど

各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
で

す
。

　

予
算
等
特
別
委
員
会
で

は
、
図
書
館
を
は
じ
め
と
し

た
市
内
７
施
設
の
管
理
運
営

物価高騰対策に支援
事業者など対象に２億9367万円

を
任
せ
る
指
定
管
理
者
を
決

め
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
改

正
は
、
新
た
に
空
き
家
等
対

策
協
議
会
の
設
置
を
市
附
属

機
関
設
置
条
例
に
加
え
て
可

決
し
ま
し
た
。

　

本
市
各
会
計
の
補
正
予
算

は
、
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま

で
の
３
件
。
第
４
号
で
は
主

に
職
員
の
給
与
改
定
が
、
ま

た
、
第
５
号
で
は
主
に
大
震

災
関
連
事
業
の
清
算
に
と
も

な
い
、
復
興
交
付
金
や
震
災

復
興
特
別
交
付
税
を
国
に
返

還
す
る
も
の
、
ま
た
、
福
祉

灯
油
助
成
事
業
な
ど
で
す
。

最
終
日
に
は
補
正
予
算
第
６

号
と
し
て
国
の
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
さ
ら
に

本
市
独
自
に
増
額
し
た
支
援

策
を
可
決
し
ま
し
た
。
低
所

得
世
帯
な
ど
を
対
象
に
一
戸

当
た
り
７
万
円
の
支
援
や
市

内
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を

す
る
も
の
で
す
。（
下
表
参

照
）

　　　　　　事　　業　　名	 　　　

物価高騰対策緊急支援給付金事業　　　	

物価高騰対策障がい福祉サービス事業所　　

支援事業　　　

物価高騰対策介護サービス事業所支援事業　

法人立保育園等児童保育実施事業費　　　　

物価高騰対策農業支援事業　　　

物価高騰対策林業支援事業　　　

物価高騰対策水産業支援事業　　　

物価高騰対策地域経済活性化支援事業　　　

交流人口拡大事業費　　　

　　　　　事　業　内　容	 　　　

非課税世帯などに一戸７万円

市内 14 事業所にそれぞれ５～ 55 万円

市内 25 事業所にそれぞれ５～ 111 万円

物価高騰対策として法人立保育園に 10 万

円、家庭的保育事業所に５万円

前年の農業収入 100 万円以上などの農業

者に個人５万円、法人 10 万円

一定の要件を満たす林業事業体に個人 10

万円、法人最大 50 万円

漁協オンライン販売送料無料に 300 万円、

漁業関係施設の電気料高騰分に 112 万円

運輸・交通業の燃料高騰対策に 369 万円、

２回目の岩手県中小企業者等事業継続緊

急支援金を受けた事業者に個人 7.5 万円、

法人 15 万円　　　

市内宿泊支援にたかた旅トクの期間延長　

	予算額（円）

224,550,000

2,400,000

5,300,000

550,000

7,000,000

2,500,000

4,128,000

27,245,000

20,000,000

　令和５年度
　一般会計補正予算

21億2662万円増額し

 187億4929万円総
額

新
年
度
の
予
算
は

問　

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針

は
。

答　

具
体
的
に
は
、
本
市
の
産
業

振
興
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
人
材

育
成
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
す
る
方
針
で
す
。

問　

市
長
就
任
後
初
の
市
政
懇
談

会
の
内
容
は
。　

答　

各
地
区
か
ら
最
も
多
く
提
起

さ
れ
た
の
は
、
空
き
地
な
ど
の
雑

草
、
草
刈
り
問
題
で
し
た
。
交
通

や
歩
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た

り
、
犯
罪
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
ほ

か
、
景
観
を
著
し
く
損
ね
て
い
る

こ
と
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
市
と
し
て
は
予
算
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
私
有
地
に

手
を
加
え
る
こ
と
が
困
難
で
、
現

在
の
法
制
度
で
は
解
決
が
難
し
い

状
況
で
す
が
、
新
た
な
方
策
を
真

剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
の
市
政
懇
で
の
要
望
は

　
　

多
か
っ
た
の
が
雑
草
の
問
題

うのうら　まさなり

鵜浦　昌也
（創生会）

一般質問　我が市政を問う

一般質問　我が市政を問う一般質問　我が市政を問う

鵜
浦 

昌
也

（
創
生
会
）

菅
野 

秀
一
郎

（
創
生
会
）

大
坂 

俊

福
田 

利
喜

（
創
生
会
）

菅
野 

広
紀

（
碧
い
風
）

佐
々
木 

良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）

大
坪 

涼
子

（
日
本
共
産
党
）

伊
勢 

純

（
日
本
共
産
党
）

佐
々
木 

一
義

藤
倉 

泰
治

（
日
本
共
産
党
）

　
大
和
田
加
代
子

（
碧
い
風
）

中
野 

貴
徳

木
村 

聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）

市
長
の
政
治
姿
勢

下
水
道
事
業

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

今
後
の
観
光
施
策
へ
の
展
開

市
内
事
業
者
の
現
状
と
今
後
の
取
組

陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
現
状
と
後
期
基
本
計
画
策
定

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

社
会
教
育
行
政

地
方
創
生
時
代
を
勝
ち
抜
け
る
人
材
育
成

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
事
業

水
田
農
業
と
振
興

市
民
協
働
の
防
災
対
策

基
金
の
運
用
方
針

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施

高
齢
者
世
帯
及
び
国
保
世
帯
の
生
活
支
援

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
と
地
域
、
学
校
の
連
携

補
聴
器
購
入
助
成
事
業
の
実
施
状
況
と
今
後

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
策

本
市
産
業
支
援

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

通
学
路
の
安
全
対
策

防
災
訓
練

観
光
と
産
業
振
興

総
合
計
画
と
本
市
農
林
水
産
業
振
興

若
い
人
た
ち
の
地
元
雇
用
と
人
材
育
成

市
内
各
地
の
市
道
整
備
等
の
進
め
方

陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
素
案
）

基
本
政
策
17
「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
素
案
）

基
本
政
策
12
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
」

市
政
懇
談
会
の
所
感

人
口
減
少
・
少
子
化

鳥
獣
被
害
対
策

結
婚
支
援
の
拡
充

Ｕ
タ
ー
ン
施
策

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度

一般質問　我が市政を問う

一般質問　我が市政を問う一般質問　我が市政を問う

かさ上げ地の雑草対策が課題に 一般質問動画の
視聴はこちらから


